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市立病院のあゆみ

名張市立病院 開院

医師の臨床研修制度の改正
により医師不足が深刻に

内科で完全紹介外来制を開始

H16年 4月

伊賀地域３病院で救急輪番制開始

小児救急医療センター開設

市議会が「民間活力の積極的な
導入」などを提言

市立病院在り方検討委員会を設置

在り方検討委員会から答申

地方独立行政法人への移行を表明R 6年1月

地方独立行政法人へ移行

H 9年 4月

H19年10月

H20年4月

H26年 1月

R 3年8月

R 4年1月

R 5年2月

R 7年10月

　医師、看護師、救急救命士がチームを
組み、医療の緊急対応を競う「メディカ
ルラリー」。市立病院と消防本部による
チームは、全国大会での優勝経験もあり
ます。この競技で学んだことを地域で生
かそうと、中高生による「なばりジュニ
アメディカルラリー」を始めました。

　今年で４回目となりますが、参加者の
中から医療職へ進もうとする人材も出て
きてくれているので、うれしいですね。
法人化後も、市立病院や消防本部の職員、
大会運営に駆け付けてくれる市内外の医
療従事者などと力を合わせて、医療のや
りがいと魅力を伝えていきたいです。

　

市
立
病
院
は
、
10
月
１
日
、「
地
方
独
立
行
政
法
人
」
へ
移
行
し
ま

し
た
。
迅
速
な
意
思
決
定
と
柔
軟
な
組
織
体
制
の
も
と
、
病
院
職
員
の

働
き
が
い
を
高
め
、
引
き
続
き
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
市
民
の
皆
様
に

親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院
」
を
目
指
し
ま
す
。
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市
立
病
院
は
、
地
域
医
療
の
中
核

的
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
が
、

近
年
は
医
業
収
支
が
悪
化
傾
向
に
あ

り
、
人
口
減
少
な
ど
で
受
診
患
者
も

減
少
。
さ
ら
に
は
、
医
師
や
看
護
師

不
足
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、「
名
張
市
立
病
院
在
り

方
検
討
委
員
会
」
か
ら
の
答
申
な
ど

を
踏
ま
え
、
10
月
１
日
、
市
立
病
院

は
、
経
営
形
態
を
「
地
方
独
立
行
政

法
人
」
に
移
行
し
ま
し
た
。「
地
方
独

経
営
形
態
を
地
方
独
立
行
政
法
人
へ

立
行
政
法
人
」
は
、
民
間
企
業
で
は

実
施
が
難
し
い
公
共
的
な
事
業
を
効

率
的
、
効
果
的
に
行
う
た
め
に
、
市

が
１
０
０
％
出
資
し
て
設
立
す
る
法

人
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
法
人
化
後
も
、
公
立

病
院
と
し
て
の
役
割
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
救
急
医
療
や
小
児
医
療
、
感
染

症
対
策
、
災
害
医
療
な
ど
、
市
民
の

命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
必
要
な
医

療
を
し
っ
か
り
と
継
続
。
市
は
法
人

の
設
立
団
体
と
し
て
、
中
期
目
標
を

定
め
る
な
ど
、
今
後
も
病
院
の
経
営

に
関
わ
り
続
け
ま
す
。

　

　
　
　

　

運
営
主
体
が
市
か
ら
法
人
に
変
わ

る
こ
と
で
、
代
表
者
が
市
長
か
ら
現

場
に
近
い
理
事
長
へ
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
迅
速
な
意
思
決
定
と

柔
軟
な
組
織
体
制
を
生
か
し
た
効
率

的
な
運
営
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
法
人
独
自
の
就
業
規
則
や
手
当

の
導
入
な
ど
も
検
討
し
、
職
員
の
働

き
が
い
を
高
め
、
人
材
確
保
の
強
化

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

す
で
に
、
現
場
で
何
が
必
要
な
の

か
を
話
し
合
い
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
る
「
未

来
会
議
」
や
、
病
院
の
課
題
解
決
に

向
け
た
「
病
院
改
革
委
員
会
」
も
立

ち
上
が
っ
て
い
て
、
業
務
改
善
や
組

織
強
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。　
　

　

こ
う
し
た
取
組
の
先
駆
け
と
な
っ

て
い
る
事
例
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

る
子
も
祭
り
を
楽
し
め
る
「
ザ
☆
な

つ
ま
つ
り
」
や
、
若
い
世
代
に
医
療

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
「
な
ば

り
ジ
ュ
ニ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
」。

い
ず
れ
も
、
職
員
が
発
案
し
、
連
携

し
合
い
な
が
ら
、
使
命
と
や
り
が
い

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

法
人
化
後
の
中
期
計
画
第
１
期

（
10
月
〜
令
和
10
年
度
末
）
の
最
優
先

課
題
は
、
看
護
師
の
確
保
。
２
０
０

床
中
１
１
７
床
と
な
っ
て
い
る
病
床

稼
働
の
回
復
を
目
指
し
な
が
ら
、
収

支
改
善
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
、

経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

よ
り
親
し
ま
れ
、

信
頼
さ
れ
る
病
院
へ

信
頼
さ
れ
る
病
院
へ

地
方
独
立
行
政
法
人

10
月
、
名
張
市
立
病
院
は

地
方
独
立
行
政
法
人
に
移
行

未来を担う世代に医療のやりがいと魅力を伝えたい 病院職員の思いの詰まった手作りの夏祭りを

市立病院　救急救命士　西田 勝太 市立病院　管理栄養士 松本 優子／小児科医師 小林 穂高

法
人
化
で
目
指
す
こ
と

近大高専で、9月 13 日、９チーム
38 人の中高生が応急手当の技術な
どを競った。事前学習で学んだ知識
を、不測の事態にどう生かすか。チー
ムワークや考える力も試される。

市立病院で、8月 30 日、小麦や
卵などを使わないたこ焼きなど、
食物アレルギー対応の夏祭りを開
催。医療従事者が見守る中、48
家族が安心して楽しんだ。

　イベント開催の発端は、職員間の意見
交換会でした。「職種を超えて交流を深
めたい」「みんなで楽しい企画を実現し
たい」という声があり、アレルギーを持
つ子どものための夏祭りを開催すること
に。多職種間で協力し合って、企画・準備・
イベント開催に取り組んでいます。

　2回目となる今年は、メニューを増や
し、エレクトーンなど職員の特技を生か
した企画も実現。参加した親子から「ア
レルギーを気にせず思いきり楽しめた」
と喜んでもらえました。法人化後は職員
間の連携をさらに強めながら、イベント
をパワーアップさせていきたいですね。

市立病院

名張市立病院 ザ☆なつまつりなばりジュニアメディカルラリー
病院職員発の取組 病院職員発の取組

動画でみよう動画でみよう動画で動画で動画動画 みようみようみよみ動画でみよう

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000005.000141039.html
https://nabari-city-hospital.jp/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000004.000141039.html

